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熊本の本当の誇り
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　熊本といえば何が思い浮かびますか。多分、熊

本城やくまモン、あるいは自然に囲まれた温泉な

どを思う人が多いと思います。私も熊本に来る前

は、ただ温泉が有名な観光地だとしか思いつきま

せんでした。しかし、実際に熊本に来たら、本当

の熊本の誇りは人々の暖かい思いやりだと感じる

ようになりました。

　日本に来たばかりのときはカタカナすら読めな

いほど日本語が下手だったし、日本の文化にも慣

れていなかったので、果たして私が日本に慣れる

ことができるかなととても心配していました。外

国で暮らすのも初めてだし、日本人は少しドライ

なイメージだと勝手に思っていたので、その時、

私はかなり萎縮していました。しかし、そういう

自分を明るく変えてくださったのは熊本の人々の

思いやりの心でした。

　蒸し暑かったある夏、私は自転車置き場で駐輪

券を忘れてしまったことがありました。とても慌

てながら駐輪券を探しましたが、どこにもありま

せんでした。こんな場合はどうしたら良いかよく

分からなかった私は、ぼんやり立っているしかで

きませんでした。その時、ある優しい女性 1人

に何か困ったことがあったかと声をかけていた

だきました。そして私が未熟な日本語で事情を

説明するのをよく聞いてくださってから、500

円を機械に入れれば出られると言いながら、快

く 500 円をくれようとしました。幸いにも私は

500 円を持っていたのでお礼を言って無事に出

ました。その方に助けていただかなかったら危う

く暑いままずっと出る方法を探すところでした。

　私は、知らない人に快くお金をあげようとする

なんて、とてもびっくりしました。苦境に立つ人

を無視せずに、むしろ積極的に助けようとする心

にとても感動しました。その方のみならず、毎日

私と会うと愉快に挨拶してくださる隣のおじさ

ん、アルバイトをする時、頑張れと応援してくだ

さる常連さん、困ったことがあったら自分のこと

のように真剣にアドバイスをしてくださるアルバ

イト先の店長、いつも微笑みながら情熱的に日本

語を教えてくださる学校の先生、数えられない

人々の心の暖かさを見ました。

　そのおかげで私は熊本で暮らしたこの 1年間

でずいぶん変わりました。私から明るく挨拶をす

るようになり、困っている人をできるだけ助け

るようになりました。私にとってこの 1年間は、

人と人の繋がりを学んだとても大切な経験です。

これから熊本に来たいと思っている方にぜひ伝え

たいことがあります。名所や観光地に行くのもも

ちろん良いですが、それだけでなく熊本のあちこ

ちで様々な人々と交流してみたらどうでしょう

か。きっと熊本の本当の誇りを感じられると思い

ます。


